
 

大
学
院
２
研
究
科
の
設
置
が
決
定

（異文化交流会の様子）

大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科

　
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
は
、
人

間
と
社
会
の
た
め
の
諸
科
学
の
追
求
と
、

教
育
に
よ
る
持
続
可
能
で
平
和
な
世
界
の

　

大
学
院
改
革
の
第
二
弾
と
し
て
文
部
科
学
省
に
提
出
し
て
い
た
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
お
よ
び
大
学
院
先
進
理

工
系
科
学
研
究
科
の
設
置
報
告
書
が
、８
月
23
日
付
で
受
理
さ
れ
、２
研
究
科
の
令
和
２
年
４
月
設
置
が
決
定
し
た
。
今
後
、

本
格
的
に
学
生
募
集
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

大
学
院
先
進
理
工
系
科
学
研
究
科

構
築
を
目
指
す
２
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲

げ
る
人
間
や
社
会
に
関
す
る
深
い
見
識
と

専
門
分
野
以
外
へ
の
強
い
関
心
を
持
ち
、

自
然
科
学
や
生
命
科
学
を
含
む
他
分
野
の

専
門
家
と
協
働
し
て
将
来
の
人
類
社
会
を

創
造
す
る
人
材
を
育
成
す
る
。

　
人
文
社
会
科
学
専
攻
、教
育
科
学
専
攻
、

教
職
開
発
専
攻
、
実
務
法
学
専
攻
（
法
科

　

大
学
院
先
進
理
工
系
科
学
研
究
科

は
、
専
門
分
野
に
お
け
る
知
識
や
能
力

を
深
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
国
際
性
や

学
際
性
、
社
会
実
践
能
力
を
養
う
教
育

を
行
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
幅
広
く
深
い

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
で
最
も
イ
ノ

  

ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
大
学
ラ
ン
キ
ン 

   

グ
２
０
１
９
」
で
45
位

　

通
信
社
ロ
イ
タ
ー
か
ら
発
表
さ
れ
た

《
ア
ジ
ア
太
平
洋
で
最
も
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ

ブ
な
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
75
》
で
、

広
島
大
学
は
45
位
（
国
内
13
位
）
に
ラ

ン
ク
イ
ン
し
た
。

　
《
ア
ジ
ア
太
平
洋
で
最
も
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
な
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
75
》

は
、
ト
ム
ソ
ン
・
ロ
イ
タ
ー
が
保
有
す

る
大
学
の
特
許
お
よ
び
学
術
論
文
の
引

用
情
報
な
ど
か
ら
、
科
学
の
進
歩
、
新

技
術
の
発
明
、
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
の
推
進
に
関
す
る
教
育
機
関
の
貢
献

を
独
自
に
評
価
し
、
上
位
75
校
を
公
表

し
た
も
の
で
、
今
年
で
4
回
目
と
な
る
。

　
同
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、

広
島
大
学
で
開
発
さ
れ
た
睡
眠
時
無
呼

吸
の
症
状
を
改
善
す
る
口
腔
内
器
具(

医
系
科
学
研
究
科)

や
、
地
震
や
洪
水

な
ど
の
災
害
復
旧
現
場
を
想
定
し
た
緊

急
橋
「
モ
バ
イ
ル
ブ
リ
ッ
ジ
」(

工
学
研

究
科)

に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
。

令和２年

４月

人
間
社
会
科
学
研
究
科

先
進
理
工
系
科
学
研
究
科

大
学
院
）
の
４
専
攻
と
し
、
従
来
の
研
究

科
の
枠
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
文
化
や

宗
教
さ
ら
に
は
解
決
を
目
指
す
課
題
が
異

な
る
留
学
生
や
日
本
人
学
生
が
共
通
の
場

で
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
学
生
の
視
野
が

広
が
り
、
専
門
分
野
や
国
籍
等
の
違
い

を
越
え
て
相
互
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
意
欲
と
能
力
を
培
う
こ
と
が

可
能
と
な
る
。

教
養
と
と
も
に
、
理
学
、
工
学
ま
た
は

情
報
科
学
お
よ
び
こ
れ
ら
に
関
連
す
る

研
究
領
域
に
お
い
て
、
高
度
な
専
門
性

を
核
と
し
な
が
ら
、
多
分
野
と
の
融
合

的
理
解
力
を
身
に
付
け
、
社
会
の
課
題

解
決
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
。

　
専
攻
は
、
先
進
理
工
系
科
学
専
攻
の

１
専
攻
の
み
と
し
、 

専
門
分
野
に
お
け

る
知
識
や
能
力
を
深
め
る
だ
け
で
な

く
、
多
分
野
へ
の
融
合
的
理
解
や
、
地

域
社
会
・
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
た
め

の
基
盤
と
な
る
能
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。

人間社会科学研究科の学位プログラム  

人間や社会に関する深い見識と専門分野以外への強い関心を持ち，自然科学や生命科学を含む 
他分野の専門家と協働して将来の人類社会を創造する人材の育成 

人間社会科学研究科 

実務法学 
専攻 

人文社会科学専攻 教育科学専攻 教職開発 
専攻 

実
務
法
学
プ
ロ
グ
ラ
ム 

教
職
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム 

専門職学位プログラム 
分野専門型学位プログラム 
（博士課程前期＋後期） 

融合型学位プログラム 
（英語，博士課程前期＋後期） 

融合型学位プログラム 
（博士課程前期＋後期） 

人文学 
プログラム 

心理学 
プログラム 

法学・政治学
プログラム 

経済学 
プログラム 

マネジメント
プログラム 

人間総合科学
プログラム 

国際平和共生
プログラム 

国際経済開発
プログラム 

国際教育開発
プログラム 

日本語教育学
プログラム 

教育学 
プログラム 

教師教育 
デザイン学 
プログラム 

授業の共有化等により，異分野の学
生が同じ場で学び，交流を深めるこ
とのできる環境を提供 

連携によ
る教育・
学習の充
実 

日本人学生と留学生があたりまえに
共存する環境を提供 

連携によ
る教育・
学習の充
実 

法曹界を牽引す
る高度専門職業

人 

グローバルな視野と他領域への関心を持ち，現在社会におけ
る価値の再検討や新しい価値の創造をもたらす人材 

新しい学校づくり
を担う高度専門

職業人 

グローバルな視野と人類が抱える様々な課題への深い洞察を
持ち，教育による将来の人類社会の創造を目指す人材 

先進理工系科学研究科の学位プログラム 

幅広く深い教養とともに，理学，工学又は情報科学及びこれらに関連する研究領域において，高度な専門
性を核としながら，多分野との融合的理解力を身に付け，社会の課題解決に取り組むことのできる人材 

先進理工系科学研究科 

数学 
プログラム 

日本人学生と留学生があたりまえに
共存する環境を提供 

物理学 
プログラム 

地球惑星システム学 
プログラム 

基礎化学 
プログラム 

応用化学 
プログラム 

化学工学 
プログラム 

電気システム制御 
プログラム 

機械工学 
プログラム 

輸送・環境システム 
プログラム 

建築学 
プログラム 

社会基盤環境工学 
プログラム 

情報科学プログラム 

量子物質科学 
プログラム 

理工学融合 
プログラム 

授業の共有化等により，異分野の学
生が同じ場で学び，交流を深めること
のできる環境を提供 

融合型学位プログラム 
分野専門型学位プログラム

（理学系） 
分野専門型学位プログラム 

（工学系） 
分野横断型学位プログラム 

分野専門型学位プログラム 
（情報科学） 

先進理工系科学専攻（博士課程前期＋後期） 

令和元
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９月～ 1 １月

広
島
大
学
基
金
寄
附
者

ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
た
お
や
か
で
平
和
な
共
生
社
会
創
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　

東
京
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

 

役
員
及
び
部
局
長
等
を
対
象
と
し
た

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
を
９
月
17
日

（
火
）
に
開
催
す
る
。
講
師
は
、
相
原
玲

二
副
学
長(

情
報
担
当)

。

本
研
修
は
、
２
０
１
２
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
全
教
職
員
を
対
象
と
し
た

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修(

A
コ
ー
ス
・

B
コ
ー
ス)

に
加
え
て
、
２
０
１
７
年

度
か
ら
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
基
本

計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

▼
石
堂　

裕
二　

様

▼
今
治
造
船
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長　

檜
垣 

幸
人  

様

▼
医
療
法
人S.R.C.

中
光
整
形
外
科

　

リ
ハ
ビ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

院
長　

中
光　

清
志　

様

▼
医
療
法
人
エ
ム
・
エ
ム
会

　

理
事
長　

白
川　

泰
山　

様

▼
医
療
法
人
お
ち
眼
科
医
院

　

理
事
長　

越
智　

温
子　

様

▼
医
療
法
人KOC

　

金
谷
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

理
事
長　

金
谷　

篤　

様

▼
医
療
法
人
社
団
楓
会　

林
病
院

　

理
事
長　

林　

淳
二　

様

▼
医
療
法
人
社
団
慈
恵
会
い
ま
だ
病
院

　

病
院
長　

大
杉　

健　

様

▼
医
療
法
人
社
団
仁
慈
会

　

理
事
長　

安
田　

克
樹　

様

▼
医
療
法
人
社
団
清
流
会

　

理
事
長　

永
井　

賢
一　

様

▼
医
療
法
人
社
団
マ
ッ
キ
ー

　

理
事
長　

松
木　

啓　

様

▼
医
療
法
人
社
団
ま
り
も
会

　

理
事
長　

平
松　

廣
夫　

様

▼
医
療
法
人
昭
和
原
田
整
形
外
科
病
院

　

理
事
長　

原
田　

昭　

様

▼
医
療
法
人
せ
い
ざ
ん
青
山
病
院

　

院
長　

大
村　

泰　

様

▼
医
療
法
人
明
笑
会

　

理
事
長　

安
本　

正
徳　

様

▼
上
田　

典
子　

様

▼
大
江　

貫
司　

様

▼
大
谷　

美
奈
子　

様

▼
越
智　

光
夫　

様

▼
株
式
会
社
紀
陽

　

代
表
取
締
役
社
長　

寒
川 

起
佳  

様

▼
株
式
会
社
総
合
広
告
社

　

代
表
取
締
役
副
会
長　

坪
井 

高
義  

様

▼
株
式
会
社
ダ
イ
ク
レ

　

代
表
取
締
役
社
長　

山
本 

浩  

様

８月８日（木）

～９月３０日（月）

９月５日（木）

９月１７日（火）

９月２０日（金）

１０月１日（火）

１０月２日（水）

１０月１４日（月祝）

１０月１５日（火）

１１月２日（土）

１１月２日（土）

～１１月３日（日）

１１月５日（火）

１１月９日（土）

１１月１６日（土）

１１月１９日（火）

１１月２８日（木）

…夏季休業

…経営協議会

…教育研究評議会

…秋季学位記授与式

…秋季入学式

…第３ターム授業開始（～ 11/29）

…フェニックスリレーマラソン

…教育研究評議会

…第１３回ホームカミングデー

…大学祭

…創立記念日

…霞地区ホームカミングデー

…東千田地区ホームカミングデー

…教育研究評議会

…経営協議会

広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
教
育
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
た
お
や
か

で
平
和
な
共
生
社
会
創
生
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
通
称
：
た
お
や
か
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」

は
、
セ
ミ
ナ
ー
「Toward a flexible, 

enduring, peaceful society 
― 
観

光
ビ
ジ
ョ
ン
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、
自
動

運
転
が
作
る
日
本
の
未
来 

―
」
を
9
月

19
日
（
木
）
に
キ
ャ
ン
パ
ス
イ
ノ
ベ
ー

令
和
元
年
度
役
員
等
対
象

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修

広
島
大
学
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
パ
ス

９
月
の
放
送

（
広
島
Ｆ
Ｍ
）

　
第
21
回
／
９
月
２
日
（
月
）
は
工
学
研

キ
ャ
ン
パ
ス
内
全
面
禁
煙

● 

締
結
し
た
協
定

【
部
局
間
国
際
交
流
協
定
】

▼
工
学
研
究
科
―
ス
ラ
バ
ヤ
電
子
工
学
ポ

リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
／
令

和
元
年
７
月
16
日　

　

こ
の
た
び
、
中

公
新
書
ラ
ク
レ

「『
地
方
国
立
大

学
』
の
時
代
―

２
０
２
０
年
に
何

が
起
こ
る
の
か
」

が
出
版
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
特
に
「
地

究
科
の
平
嶋
宗
教
授
、
第
22

回
／
９
月
16
日
（
月
）
は
教

育
学
研
究
科
の
出
口
達
也
教

授
が
出
演
予
定
。
中
高
生
に

向
け
て
、
広
島
大
学
の
魅
力

に
加
え
、
自
身
の
学
生
時
代

や
研
究
内
容
な
ど
を
語
る
。

シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
東
京
に

て
開
催
す
る
。

本
セ
ミ
ナ
ー

は
、
た
お
や

か
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
紹
介
を

目
的
と
し
、

「
た
お
や
か
で

平
和
な
共
生

社
会
」
の
創

生
に
必
要
な
文
化
、
技
術
、
社
会
の
３

つ
の
学
際
領
域
を
各
教
授
が
研
究
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
生

が
在
学
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
験
な
ど

を
発
表
す
る
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了

後
に
は
、
多
文
化
共
生
や
地
域
・
国
際

協
力
に
興
味
を
持
つ
参
加
者
の
方
々
と

プ
ロ
グ
ラ
ム
学
生
・
教
員
と
の
交
流
会

を
行
う
。

方
」
か
ら
「
世
界
」
の
大
学
に
な
る
べ
く
改
革
を
進
め
て
い
る
広
島
大

学
の
取
り
組
み
を
追
い
、
そ
の
未
来
を
提
言
し
て
い
る
。
広
島
大
学
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
分
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
、
高
校
生
の
質
問
に
も
本
学

の
教
員
が
応
え
て
い
る
。

【
新
書
に
関
す
る
情
報
】

　

タ
イ
ト
ル
：「
地
方
国
立
大
学
」
の
時
代
―
２
０
２
０
年
に
何
が
起

こ
る
の
か

　
著
者
：
木
村
誠
氏
（
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

　
体
裁
：
新
書
、
２
１
９
ペ
ー
ジ
、
価
格
：
９
５
０
円
（
税
込
）、

　
出
版
社
：
中
央
公
論
新
社
、
発
売
日
：
２
０
１
９
年
８
月
７
日

広島大学大学院

たおやかで平和な共生社会
創生プログラムセミナー

2019 9/19 Thu.  14:00 -16:30
場所 キャンパスイノベーションセンター東京

お問い合わせ 広島大学たおやかプログラム事務室

プログラム

フンク カロリン
総合科学研究科・教授

栗田 雄一
工学研究科・教授

✉

２階多目的室１

たおやかプログラムは「たおやかで平和な共生社会」の創生を目指す５年一貫の博士プログラ
ムです。文系や理系を問わず、様々な国籍の学生が一緒に学んでいます。学生は、国内外の高齢
化や貧困、格差など様々な困難に直面するコミュニティとともにその解決に取り組み、自らの高
度な専門性を磨きあげるとともに、世界を俯瞰する視野とバランス感覚を身につけます。
本セミナーでは、「たおやかで平和な共生社会」の創生に必要な文化・技術・社会の３つの学

際領域からの最新研究のほか、プログラム生が取り組んでいる活動を紹介します。セミナー後に
は、プログラムの教員や学生と交流する機会もあります。是非ご参加下さい。

藤原 章正
国際協力研究科・教授

メッセージ：プログラムコーディネーター

参加費無料・英語への同時通訳有

平成 年度文部科学省「博士課程教育リーディングプログラム」複合領域型 多文化共生社会

東京都港区芝浦３〒１０８ ００２３ ６３ 田町駅 徒歩1分（芝浦口）

ー観光ビジョン、ロボティクス、自動運転がつくる日本の未来－

日時

オンライン参加登録はこちらから

国際協力研究科（ ）学位取得セミナー

国際協力学の紹介
● 平和協力分野 片柳 真理（国際協力研究科・教授）
● 教育協力分野 清水 欽也（国際協力研究科・教授）
たおやかで平和な共生社会創生プログラムの紹介・学生募集について
研究紹介
●

フンク カロリン（文化創生コース、総合科学研究科・教授）
●ロボティクス， ， 技術を活用した高齢化社会の運動アシスト

栗田 雄一（技術創生コース、工学研究科・教授）
●自動運転技術が条件不利地域を救う？

藤原 章正（プログラムコーディネーター、社会実装コース、国際協力研究科・教授）
プログラム修了生の発表
交流会

  　　新書「『地方国立大学』の時代 -2020 年に何が
　  　起こるのか」が本学の取り組みを紹介
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